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ＪＲ東労組は 14 日、盛岡、仙台、水戸に中執らを派遣

し組合員や家族の安否状況や状況を把握。受入れ体制が整

ったところから順次、各地本から支援物資を届けはじめま

した。ＪＲ貨物労組も 16 日、東北地本に向け出発。組合

員が奔走して集めた物資を届けました。 

しかし、受入れ先や輸送ルートの確保、運搬車両のガソ

リン不足など、救援の想いとは裏腹に困難に直面していま

す。今後も慎重かつ迅速に、支援体制を構築します。 

また、安否不明や、避難されたり、避難先のわからない

組合員やご家族もいらっしゃいます。さらに原発事故によ

り、移動制限を余儀なくされている方もおられます。 

ＪＲ総連は、あらゆる困難を克服し、さらに厚く、あら

ゆる支援に取り組みます。 ▲ 水戸地本を激励するＪＲ東労組・千葉委員長 


